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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第59期

第２四半期連結
累計期間

第59期
第２四半期連結
会計期間

第58期

会計期間

自平成20年
４月１日
至平成20年
９月30日

自平成20年
７月１日
至平成20年
９月30日

自平成19年
４月１日
至平成20年
３月31日

営業収益 636,883 7,319 3,316,755

（うち受入手数料）（千円） (713,155) (325,439) (3,033,870)

経常損失(△)（千円） △703,172 △591,558 △740,408

四半期（当期）純損失（△）（千

円）
△863,495 △750,671 △1,970,215

純資産額（千円） － 9,369,824 10,446,703

総資産額（千円） － 16,982,842 20,351,621

１株当たり純資産額（円） － 229.96 256.17

１株当たり四半期（当期）純損失

金額（△）（円）
△25.61 △22.26 △72.07

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額（円）
－ － －

自己資本比率（％） － 45.7 42.4

営業活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△374,416 － △2,721,443

投資活動による

キャッシュ・フロー（千円）
198,714 － △522,417

財務活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△236,074 － △120,539

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高（千円）
－ 3,259,973 3,671,749

従業員数（人） － 193 186

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

　　　　２．営業収益には消費税等は含まれておりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、１株当たり四半期（当期）純損失であ

り、また、潜在株式が存在しないため記載しておりません。
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２【事業の内容】

　当社グループは、当社及び子会社５社及び関連会社１社により構成されております。当社は、グループ戦略の立案や

グループ機能の管理等を行う持株会社であり、子会社は、証券業（有価証券の売買等及び売買等の委託の媒介、有価証

券の引受け及び売出し、有価証券の募集及び売出しの取り扱い）を中心として、外国為替証拠金取引業を営んでおり

ます。また関連会社は、商品取引所法に基づき商品取引所が開設する商品市場に上場されている各種の商品先物取引

（商品取引所法第２条第８項第１号から第４号に規定する現物先物取引、現金決済取引、指数先物取引及びオプショ

ン取引）について、顧客の委託を受けて執行する業務（以下「受託業務」という。）及び自己の計算に基づき執行す

る業務（以下「自己売買業務」という。）を主業務とする商品先物取引業等を営んでおります。 

　

(1）証券業　

金融商品取引法に基づき証券業（有価証券の売買等及び売買等の委託の媒介、有価証券の引受け及び売出し、有

価証券の募集及び売出しの取り扱い）を営んでおり、顧客の資金調達、資産運用の両面で幅広いサービスを提供し

ております。［黒川木徳証券㈱］

また、グループ内の資金を有効に活用するため、有価証券への投資による投資運用業務を行っております。

［黒川木徳フィナンシャルホールディングス㈱］

　

(2）外国為替証拠金取引業

　金融商品取引法に基づき、東京金融取引所における取引所為替証拠金取引（くりっく365）及び店頭外国為替証拠

金取引を行っております。［イー・フォレックス㈱、豊商事㈱］

　

(3）商品先物取引業

　商品取引所法に基づき、農林水産大臣及び経済産業大臣の許可を受け、商品取引所で取引されている「農産物、水

産物、貴金属、アルミニウム、石油、ゴム」などの上場商品について受託業務、取次業務及び自己売買業務を行ってお

ります。［豊商事㈱］

　

　(4）商品投資販売業

　金融商品取引法に基づき、商品ファンドの販売を行っております。［豊商事㈱］
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［事業系統図］

事業の系統図は、次のとおりであります。

（注）１．○印は連結子会社であります。

２．㈱エクセルトレードは、平成18年12月８日付にて解散しており、現在は清算手続き中であるため、事業系統

図には記載しておりません。

３．㈱クレゾーは、平成20年９月30日現在、当社株式の64.37％を所有しており（当社株式の議決権の所有割合

は65.86％）、同社は当社の親会社に該当しております。

４．㈱クレゾーは、㈱アエリアの100％子会社であります。

５．平成20年２月８日に黒川木徳キャピタルマネージメント㈱を今後の事業展開のため設立いたしましたが、

具体的な業務開始には至っていないため、事業系統図には記載しておりません。

６．イー・フォレックス㈱は、平成20年11月８日付にて会社分割（吸収分割）により外国為替証拠金取引事業

をアイディーオー証券㈱に承継しております。
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３【関係会社の状況】

当第２四半期連結会計期間において、以下の会社が新たに提出会社の関係会社となりました。

名称 住所
資本金
（百万円）

主要な事業の内容
議決権の所有割合
又は被所有割合

(％)
関係内容

（親会社）

㈱クレゾー
東京都渋谷区 48 レンタル収納ス

ペース事業
被所有　

65.86
－

　（注）１．主要な事業の内容欄には、事業の種類別セグメントの名称を記載しております。

　２．㈱クレゾーは、平成20年８月26日付にて㈱アエリアより同社所有の当社普通株式全てを譲受したため、当社

の親会社に該当しております。また、㈱クレゾーは㈱アエリアの連結子会社であります。

４【従業員の状況】

(1）連結会社の状況

　 平成20年９月30日現在

従業員数（人） 193  

　（注）１．従業員数は、就業人員（グループ外から当社グループへの出向者を含むほか、常用パートを含んでおりま

す。）であります。

２．従業員数には、歩合外務員26名は含まれておりません。

(2）提出会社の状況

　 平成20年９月30日現在

従業員数（人） 8  

　（注）　従業員数は、就業人員（社外から当社への出向者を含んでおります。）であります。
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第２【事業の状況】

１【生産、受注及び販売の状況】

 当社グループは、金融商品取引業務が主たる業務であり、生産、受注及び販売の状況によって記載することが困難な

ため、「３．財政状態及び経営成績の分析」の記載に含めて記載しております。

　

２【経営上の重要な契約等】

当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

　

３【財政状態及び経営成績の分析】

(1）業績

　当第２四半期連結会計期間（平成20年７月１日から平成20年９月30日まで）における我が国経済は、アメリカの

サブプライムローン問題に端を発した金融市場の混乱による金融不安の高まりや資源価格の高騰の影響を受け、企

業収益の減少、雇用情勢の悪化や個人消費マインドの悪化などの影響から景気が弱まり、先行きに対する不透明感

が拡大して推移いたしました。

　このような環境の中、株式市場におきましてはアメリカの大手金融機関の破綻による金融不安の高まりを受け、日

経平均株価は平成20年９月末の取引は11,259円86銭で終了いたしましたが、アメリカ・欧州における金融危機の深

刻化や景気の一層の下振れ懸念などから、10月には年初来最安値の7,162円90銭となりました。

　このような環境のもと、当社グループでは証券事業及び外国為替証拠金取引事業、また新規事業として金融商品分

析システムの構築・販売に注力してまいりました。外国為替証拠金取引事業については、イー・フォレックス㈱に

おいてサービスの充実や取引システムの増強を行ってまいりましたが、同事業を取り巻く環境はますます厳しくな

ることが予想され、今後、単独で事業の継続は困難であると判断し、平成20年10月３日付にて同事業に関する権利義

務を会社分割（吸収分割）により承継することを決議し、11月８日付にて実行いたしました。

　当第２四半期連結会計期間の当社グループの業績は以下のとおりであります。

　当第２四半期連結会計期間については、前述いたしました金融不安の高まりや資源価格の高騰などの影響を受け

市場出来高は膨らまず、東証一日平均売買高は21億27百万株（前年同四半期比4.8％減）、売買代金は２兆3,711億円

（前年同四半期比22.6％減）となりました。このような投資マインドの冷え込みにより、当社グループの顧客層であ

ります個人投資家による取引が減少したことや、また前連結会計年度中に実施いたしました商品先物取引事業子会

社の譲渡による事業撤退の影響により、当第２四半期連結会計期間の受入手数料は325百万円となりました。トレー

ディング損益につきましては、事業撤退による影響や受入手数料と同様にアメリカ景気後退懸念などによる株式・

為替市場の変動の影響を受け、363百万円の損失となりました。

　また、株式市場の急激な下落を受け、投資有価証券の時価と簿価の乖離が大きくなったため、時価相当額まで評価

減したことにより、投資有価証券評価損192百万円を特別損失として計上いたしました。

　この結果、当第２四半期連結会計期間の営業損失は711百万円、経常損失は591百万円、当第２四半期純損失は750百

万円となりました。
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　当第２四半期連結会計期間における営業収益は次のとおりであります。

イ．受入手数料

区分

当第２四半期連結会計期間
（自平成20年７月１日至平成20年９月30日）

金額（千円） 前年同期比（％）

証券取引  　

委託手数料 251,319 －

引受・売出手数料 － －

募集・売出しの取扱手数料 40,861 －

その他の受入手数料 25,378 －

証券取引計 317,560 －

外国為替証拠金取引 7,879 －

合計 325,439 －

　（注）　上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

ロ．トレーディング損益

区分

当第２四半期連結会計期間
（自平成20年７月１日至平成20年９月30日）

金額（千円） 前年同期比（％）

証券取引  　

株券等トレーディング損益 61,217 －　

債券等・その他トレーディング損益 3 －

債券等トレーディング損益 36 －

その他のトレーディング損益 △32 －

証券取引実現損益計 61,221 －

証券取引評価損益 △429,229 －

証券取引計 △368,008 －

外国為替証拠金取引 4,057 －

合計 △363,950 －

　（注）　上記の金額には、消費税等は含まれておりません。
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ハ．金融収益

区分

当第２四半期連結会計期間
（自平成20年７月１日至平成20年９月30日）

金額（千円） 前年同期比（％）

金融収益 34,533 －

合計 34,533 －

　（注）　上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

ニ．その他

区分

当第２四半期連結会計期間
（自平成20年７月１日至平成20年９月30日）

金額（千円） 前年同期比（％）

その他 11,296 －

合計 11,296 －

　（注）　上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

(2）キャッシュ・フロー

　当第２四半期連結会計期間における現金及び現金同等物（以下、「資金」という。）は、差入保証金の減少による

収入、短期貸付や短期借入金の返済による支出などにより、前連結会計年度末に比べ411百万円減少し、当第２四半

期連結会計期間末には3,259百万円となっております。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　営業活動の結果使用した資金は267百万円となりました。これは主に税金等調整前四半期純損失841百万円、差入

保証金の減少による収入431百万円、立替金及び預り金の減少による支出155百万円などによるものであります。

（投資活動によるキャッシュフロー）

　投資活動の結果使用した資金は365百万円となりました。これは主に貸付けによる支出413百万円によるもので

あります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　財務活動の結果使用した資金は175百万円となりました。これは主に短期借入金の純減175百万円によるもので

あります。

(3）事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第２四半期会計期間において、事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び新たに生じた課題はあ

りません。

(4）研究開発活動

特記すべき事項はありません。
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第３【設備の状況】
(1）主要な設備の状況

　当第２四半期連結会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

　

(2）設備の新設、除却等の計画

　特に記載すべき事項はありません。
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第４【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 40,000,000

計 40,000,000

②【発行済株式】

種類
第２四半期会計期間末現
在発行数（株）
（平成20年９月30日）

提出日現在発行数(株)
（平成20年11月14日）

上場金融商品取引所名又
は登録認可金融商品取引
業協会名

内容

普通株式 34,397,701 34,397,701
大阪証券取引所市場第二

部
－

計 34,397,701 34,397,701 － －

　（注）　発行済株式数34,397,701株のうち12,609,000株は、現物出資（豊商事株式会社　普通株式1,784,000株及び第１回無

担保転換社債型新株予約権付社債（額面400,000千円））によるものであります。

（２）【新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

（３）【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。

　

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成20年７月１日～

平成20年９月30日　
－ 34,397,701 － 2,414,500 － 3,752,179
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（５）【大株主の状況】

　 平成20年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（千株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

㈱クレゾー 東京都渋谷区初台１－51－１ 22,145 64.37

石川　清助 兵庫県川西市 3,905 11.35

竹田　和平 名古屋市天白区 800 2.32

黒川木徳フィナンシャルホール

ディングス㈱
東京都港区赤坂５－２－20 678 1.97

㈱りそな銀行 大阪市中央区備後町２－２－１ 400 1.16

兵頭　通裕 東京都板橋区 266 0.77

荒堀　悦子 京都市左京区 222 0.64

河原　裕之 東京都板橋区 165 0.48

飛田　茂 兵庫県明石市 160 0.46

坪井　藤二 京都市伏見区 153 0.44

計 － 28,895 84.00

　（注）　前事業年度末現在主要株主であった㈱アエリアは、平成20年８月26日付にて同社所有の当社普通株式全てを、同

社の連結子会社である㈱クレゾーに譲渡したため、当第２四半期会計期間末現在では主要株主でなくなりまし

た。

　

（６）【議決権の状況】

①【発行済株式】

　 平成20年９月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －　

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等）
普通株式（自己保有株

式）　　      678,000
－ －

完全議決権株式（その他） 普通株式　 33,707,000　 33,622 －

単元未満株式 普通株式　　　 12,701 － －

発行済株式総数 34,397,701 － －

総株主の議決権 － 33,622 －

　（注）　「完全議決権株式（その他）」の欄には、証券保管振替機構名義の株式が85,000株含まれております。なお、「議

決権の数」欄には、同機構名義の完全議決権株式に係る議決権の数85個が含まれておりません。
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②【自己株式等】

　 平成20年９月30日現在

所有者の名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合(％)

（自己保有株式）

黒川木徳フィナンシャ

ルホールディングス㈱

東京都港区赤坂五丁目２

番20号
678,000 － 678,000 1.97

計 － 678,000 － 678,000 1.97

　

　

２【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

月別
平成20年
４月

５月 ６月 ７月 ８月 ９月

最高（円） 121 115 107 95 90 80

最低（円） 83 101 91 84 80 63

　（注）　最高・最低株価は、大阪証券取引所（市場第二部）におけるものです。

３【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書の提出日後、当四半期報告書の提出日までにおいて、役員の異動はありません。
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第５【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。）に基づいて作成しております。

また、証券業の固有の事項については「金融商品取引業等に関する内閣府令」（平成19年８月６日内閣府令第52

号）及び「有価証券関連業経理の統一に関する規則」（平成19年９月18日付日本証券業協会自主規制規則）に準拠

しております。

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、当第２四半期連結会計期間（平成20年７月１日から平

成20年９月30日まで）及び当第２四半期連結累計期間（平成20年４月１日から平成20年９月30日まで）に係る四半

期連結財務諸表について、新日本有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成20年９月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成20年３月31日)

資産の部

流動資産

現金・預金 3,392,991 3,803,298

預託金 3,093,983 3,185,383

顧客分別金信託 2,877,000 2,997,000

金融商品取引責任準備預託金 179,483 150,883

その他の預託金 37,500 37,500

有価証券 1,099,189 1,623,076

信用取引資産 3,908,789 5,043,537

信用取引貸付金 3,854,019 5,002,787

信用取引借証券担保金 54,770 40,750

その他の流動資産 996,265 2,080,268

貸倒引当金 △2,371 △3,060

流動資産計 12,488,848 15,732,504

固定資産

有形固定資産 ※1
 1,074,890 1,134,023

無形固定資産 ※2
 27,887 48,780

投資その他の資産 3,391,215 3,436,312

投資有価証券 2,881,240 2,701,754

その他 1,325,307 1,382,677

貸倒引当金 △693,893 △648,118

投資損失引当金 △121,439 －

固定資産計 4,493,993 4,619,116

資産合計 16,982,842 20,351,621

負債の部

流動負債

信用取引負債 2,312,488 3,554,627

信用取引借入金 2,198,466 3,473,188

信用取引貸証券受入金 114,022 81,438

預り金 2,607,410 2,478,961

顧客からの預り金 2,391,114 2,431,525

その他の預り金 216,295 47,435

短期借入金 960,000 1,195,400

未払法人税等 18,404 6,606

賞与引当金 34,990 62,369

関係会社整理損失引当金 5,942 －

その他の流動負債 1,094,407 1,817,558

流動負債計 7,033,642 9,115,523

固定負債

退職給付引当金 345,228 347,867

役員退職慰労引当金 39,090 39,010

その他の固定負債 ※3
 169,472 223,033

固定負債計 553,790 609,911

特別法上の準備金

証券取引責任準備金 － 179,483

金融商品取引責任準備金 25,584 －

特別法上の準備金計 25,584 179,483

負債合計 7,613,017 9,904,918
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（単位：千円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成20年９月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成20年３月31日)

純資産の部

株主資本

資本金 2,414,500 2,414,500

資本剰余金 3,753,629 3,753,629

利益剰余金 1,705,790 2,569,285

自己株式 △101,904 △101,860

株主資本合計 7,772,015 8,635,554

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 △17,915 2,358

評価・換算差額等合計 △17,915 2,358

新株予約権 － 39,000

少数株主持分 1,615,723 1,769,790

純資産合計 9,369,824 10,446,703

負債・純資産合計 16,982,842 20,351,621
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（２）【四半期連結損益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

（単位：千円）

当第２四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日
　至　平成20年９月30日)

営業収益

受入手数料 713,155

トレーディング損益 △150,476

金融収益 60,744

その他 13,459

営業収益計 636,883

金融費用 25,877

純営業収益 611,005

販売費・一般管理費 1,496,609

取引関係費 33,272

人件費 777,947

不動産関係費 140,353

事務費 109,624

減価償却費 20,893

租税公課 25,896

貸倒引当金繰入れ 45,085

その他 343,535

営業損失（△） △885,604

営業外収益 191,827

負ののれん償却額 53,589

持分法による投資利益 91,836

その他 46,402

営業外費用 9,395

支払利息 7,122

その他 2,272

経常損失（△） △703,172

特別利益

金融商品取引責任準備金戻入 153,899

新株予約権戻入益 39,000

その他 1,029

特別利益 193,928

特別損失

減損損失 89,175

投資有価証券評価損 208,361

投資損失引当金繰入額 121,439

関係会社整理損失引当金繰入額 5,942

その他 37,611

特別損失 462,529

税金等調整前四半期純損失（△） △971,774

法人税、住民税及び事業税 6,756

法人税等調整額 27,502

法人税等合計 34,259

少数株主損失（△） △142,538

四半期純損失（△） △863,495
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【第２四半期連結会計期間】
（単位：千円）

当第２四半期連結会計期間
(自　平成20年７月１日
　至　平成20年９月30日)

営業収益

受入手数料 325,439

トレーディング損益 △363,950

金融収益 34,533

その他 11,296

営業収益計 7,319

金融費用 14,484

純営業収益 △7,165

販売費・一般管理費 704,484

取引関係費 15,625

人件費 351,413

不動産関係費 69,645

事務費 52,667

減価償却費 10,042

租税公課 11,116

貸倒引当金繰入れ 21,883

その他 172,091

営業損失（△） △711,650

営業外収益 125,108

負ののれん償却額 26,842

持分法による投資利益 78,498

その他 19,767

営業外費用 5,016

支払利息 3,307

その他 1,709

経常損失（△） △591,558

特別利益

貸倒引当金戻入額 △266

新株予約権戻入益 39,000

その他 1,029

特別利益 39,762

特別損失

減損損失 54,406

投資有価証券評価損 192,407

投資損失引当金繰入額 6,076

関係会社整理損失引当金繰入額 5,942

その他 30,676

特別損失 289,509

税金等調整前四半期純損失（△） △841,304

法人税、住民税及び事業税 4,155

法人税等調整額 16,149

法人税等合計 20,305

少数株主損失（△） △110,939

四半期純損失（△） △750,671
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

当第２四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日
　至　平成20年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純損失（△） △971,774

減価償却費 20,893

減損損失 87,637

のれん償却額 1,872

負ののれん償却額 △53,589

貸倒引当金の増減額（△は減少） 45,085

投資損失引当金の増減額（△は減少） 121,439

賞与引当金の増減額（△は減少） △27,379

退職給付引当金の増減額（△は減少） △2,638

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 80

関係会社整理損失引当金の増減（△は減少） 5,942

投資有価証券評価損益（△は益） 208,361

売買目的有価証券の増減額（△は増加） 211,646

受取利息及び受取配当金 △17,562

支払利息 7,122

持分法による投資損益（△は益） △91,836

有形固定資産除却損 999

新株予約権戻入益 △39,000

預託金の増減額（△は増加） 91,399

差入保証金の増減額（△は増加） 998,679

信用取引資産及び信用取引負債の増減額 △107,391

立替金及び預り金の増減額 125,326

受入保証金の増減額（△は減少） △49,215

借入有価証券の増減額（△は減少） △354,620

信用取引未払金の増減額（△は減少） △321,992

金融商品取引責任準備金の増減額（△は減少） △153,899

その他 △203,502

小計 △467,916

利息及び配当金の受取額 34,293

利息の支払額 △11,165

法人税等の支払額 △1,647

法人税等の還付額 72,020

営業活動によるキャッシュ・フロー △374,416

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △22,486

無形固定資産の取得による支出 △8,916

投資有価証券の取得による支出 △33,820

関係会社株式の取得による支出 △2,000

貸付けによる支出 △440,800

貸付金の回収による収入 719,813

その他 △13,076

投資活動によるキャッシュ・フロー 198,714
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（単位：千円）

当第２四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日
　至　平成20年９月30日)

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） △235,400

自己株式の取得による支出 △122

配当金の支払額 △551

財務活動によるキャッシュ・フロー △236,074

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △411,775

現金及び現金同等物の期首残高 3,671,749

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※
 3,259,973
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【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

　
当第２四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年９月30日）

１．連結の範囲に関する事項

の変更

該当事項はありません。

　

２．持分法の適用に関する事

項の変更

該当事項はありません。

　

３．会計処理基準に関する事

項の変更

（金融商品取引責任準備金）

　従来、旧証券取引法第51条及び旧「証券

会社に関する内閣府令」第35条に基づき

計上しておりました「証券取引責任準備

金」は、金融商品取引法施行に伴い、第１

四半期連結会計期間より、同法第46条の

５及び「金融商品取引業等に関する内閣

府令」第175条に基づき「金融商品取引

責任準備金」として計上する方法に変更

しております。

　これにより、従来の方法に比べ、当第２

四半期連結累計期間の税金等調整前四半

期純損失が153,899千円減少しておりま

す。

（リース取引に関する会計基準の適用）

　所有権移転外ファイナンス・リース取

引については、従来、賃貸借取引に係る方

法に準じた会計処理によっておりました

が、「リース取引に関する会計基準」

（企業会計基準第13号（平成５年６月17

日（企業会計審議会第一部会）、平成19

年３月30日改正））及び「リース取引に

関する会計基準の適用指針」（企業会計

基準適用指針第16号（平成６年１月18日

（日本公認会計士協会 会計制度委員

会）、平成19年３月30日改正））が平成

20年４月１日以降開始する連結会計年度

に係る四半期連結財務諸表から適用する

ことができることになったことに伴い、

第１四半期連結会計期間からこれらの会

計基準等を適用し、通常の売買取引に係

る会計処理によっております。また、所有

権移転外ファイナンス・リース取引に係

るリース資産の減価償却の方法について

は、リース期間を耐用年数とし、残存価額

を零とする定額法を採用しております。

ただし、リース取引開始日がリース会計

基準適用初年度開始前の所有権移転外

ファイナンス・リース取引については引

き続き通常の賃貸借取引に係る方法に準

じた会計処理を適用しております。

　これによる損益に与える影響は軽微で

あります。

　なお、セグメント情報に与える影響は、

当該箇所に記載しております。
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【簡便な会計処理】

　
当第２四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年９月30日）

簡便な会計処理の採用 該当事項はありません。　

　

【四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

　
当第２四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年９月30日）

特有の会計処理の採用 該当事項はありません。
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【注記事項】

（四半期連結貸借対照表関係）

当第２四半期連結会計期間末
（平成20年９月30日）

前連結会計年度末
（平成20年３月31日）

※１　有形固定資産の減価償却累計額は、560,262千円であ

ります。

※２　　　　　　　――――――――――

 

※３　負ののれん　　　　　　　　　  108,901千円

　その他　　　　　　　　　　　　 60,570千円

※１　有形固定資産の減価償却累計額は、565,212千円であ

ります。 

※２　のれん　　　　　　　　　　　　　14,976千円

　その他　　　　　　　　　　　　　33,804千円 

※３　負ののれん　　　　　　　　　　 161,164千円 

  その他　　　　　　　　　　　　　61,869千円

（四半期連結損益計算書関係）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年９月30日）

　該当事項はありません。

　

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年９月30日）

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借

対照表に掲記されている科目の金額との関係

　

（平成20年９月30日現在）

　 （千円）

現金及び預金 3,392,991

預入期間が３ヶ月を超える定期

預金
△80,000

金銭信託 △53,018

現金及び現金同等物 3,259,973

（株主資本等関係）

当第２四半期連結会計期間末（平成20年９月30日）及び当第２四半期連結累計期間（自　平成20年４月１日　至　

平成20年９月30日）

１．発行済株式の種類及び総数

　普通株式　　34,397,701株

　

２．自己株式の種類及び株式数

　普通株式　　678,579株

　

３．新株予約権等に関する事項

　該当事項はありません。

　

４．配当に関する事項

　該当事項はありません。
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（セグメント情報）

【事業の種類別セグメント情報】

当第２四半期連結会計期間（自　平成20年７月１日　至　平成20年９月30日）

　
証券業
（千円）

外国為替証拠金
取引業
（千円）

計
（千円）

消去又は全社
（千円）

連結
（千円）

純営業収益      

(1）外部顧客に対する売上高 △19,933 12,768 △7,165 － △7,165

(2）セグメント間の内部売上高又

は振替高
－ － － － －

計 △19,933 12,768 △7,165 － △7,165

営業損失 615,092 17,063 632,155 (79,495) 711,650

当第２四半期連結累計期間（自　平成20年４月１日　至　平成20年９月30日）

　
証券業
（千円）

外国為替証拠金
取引業
（千円）

計
（千円）

消去又は全社
（千円）

連結
（千円）

純営業収益      

(1）外部顧客に対する売上高 586,737 24,267 611,005 － 611,005

(2）セグメント間の内部売上高又

は振替高
－ － － － －

計 586,737 24,267 611,005 － 611,005

営業損失 648,465 47,557 696,022 (189,581) 885,604

　（注）１．事業区分の方法

事業区分は、内部管理上採用している区分によっております。

２．各区分に属する主要な製品

事業区分 主要区分

証券業 　証券取引、投資運用

外国為替証拠金取引業 　外国為替証拠金取引

　　　　３．従来、証券業と商品先物取引関連事業とに区分しており、商品先物取引関連事業には商品先物取引業と外国為替

証拠金取引業を含めておりました。このうち、商品先物取引業については事業譲渡により該当する取引がな

くなったため、事業区分の名称を外国為替証拠金取引業に変更しております。

　　　　４．会計処理の方法の変更

（リース取引に関する会計基準の適用）

　「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」３．に記載のとおり、第１四半期連

結会計期間より「リース取引に関する会計基準」（企業会計基準第13号（平成５年６月17日（企業会計審

議会第一部会）、平成19年３月30日改正））及び「リース取引に関する会計基準の適用指針」（企業会計基

準適用指針第16号（平成６年１月18日（日本公認会計士協会 会計制度委員会）、平成19年３月30日改

正））を適用しております。

　これによる各セグメントの営業利益への影響は軽微であります。
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【所在地別セグメント情報】

当第２四半期連結会計期間（自　平成20年７月１日　至　平成20年９月30日）及び当第２四半期連結累計期間

（自　平成20年４月１日　至　平成20年９月30日）

本邦以外の国又は地域に所在する連結子会社及び重要な在外支店がないため、該当事項はありません。

　

【海外売上高】

当第２四半期連結会計期間（自　平成20年７月１日　至　平成20年９月30日）及び当第２四半期連結累計期間

（自　平成20年４月１日　至　平成20年９月30日）

海外売上高がないため、該当事項はありません。

　

（有価証券関係）

　当第２四半期連結会計期間末（平成20年９月30日）

　その他有価証券で時価のあるものが、事業の運営において重要なものとなっており、かつ、前連結会計年度の末日

に比べて著しい変動が認められます。

　 取得原価（千円）
四半期連結貸借対照表
計上額（千円）

差額（千円）

(1）株式 430,857 227,822 △203,034

(2）債券    

その他　 9,836 9,078 △758

合計 440,693 236,900 △203,792

　

（デリバティブ取引関係）

　当第２四半期連結会計期間末（平成20年９月30日）

　該当事項はありません。

　

（ストック・オプション等関係）

当第２四半期連結会計期間（自　平成20年７月１日　至　平成20年９月30日）

該当事項はありません。
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（１株当たり情報）

１．１株当たり純資産額

当第２四半期連結会計期間末
（平成20年９月30日）

前連結会計年度末
（平成20年３月31日）

１株当たり純資産額 229.96円 １株当たり純資産額 256.17円

２．１株当たり四半期純損失金額等

当第２四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年９月30日）

当第２四半期連結会計期間
（自　平成20年７月１日
至　平成20年９月30日）

１株当たり四半期純損失金額 25.61円

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につ

いては、１株当たり四半期純損失であり、また、潜在株式

が存在しないため記載しておりません。

 

１株当たり四半期純損失金額 22.26円

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につ

いては、１株当たり四半期純損失であり、また、潜在株式

が存在しないため記載しておりません。

 

　（注）　１株当たり四半期純損失金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　
当第２四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年９月30日）

当第２四半期連結会計期間
（自　平成20年７月１日
至　平成20年９月30日）

１株当たり四半期純損失金額   

四半期純損失（千円） 863,495 750,671

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純損失（千円） 863,495 750,671

期中平均株式数（千株） 33,719 33,719
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（重要な後発事象）

当第２四半期連結会計期間
（自　平成20年７月１日
至　平成20年９月30日）

１．分割の目的

　イー・フォレックス㈱は外国為替証拠金取引事業を主力

事業として注力し、競合他社の増加・手数料の無料化の進

展などに対応すべくサービスの充実や取引システムの増強

を行い、収益の向上に努めて参りましたが、当事業を取り巻

く環境はますます厳しくなることが予想され、今後、単独で

事業の継続は困難であると判断し、今般の吸収分割契約の

締結を決議いたしました。

２．分割の要旨

　(1）分割の日程

平成20年10月３日　分割決議承認取締役会

平成20年10月３日　分割契約締結

平成20年10月６日　分割承認臨時株主総会

平成20年11月８日　分割期日（効力発生日）

平成20年11月10日　金銭交付日

　(2）分割方式

　イー・フォレックス㈱を分割会社とし、アイディーオー

証券㈱を承継会社とする分社型吸収分割

(3）交付される金銭の対価

　本吸収分割契約に従い、イー・フォレックス㈱はアイ

ディーオー証券㈱へ外国為替証拠金取引事業に関する権

利義務を承継させる対価として890千円の金銭の交付を

受けております。

(4）承継会社が承継する権利義務

　イー・フォレックス㈱は、外国為替証拠金取引事業に属

する資産及び負債、本件事業に関して第三者と締結した

当該事業に関する一切の契約（雇用契約等の労働契約を

除く。）に係る契約上の地位及び当該契約に基づき発生

する一切の権利義務をアイディーオー証券㈱へ承継いた

しました。

(5）分割する事業部門の概要

　①分割する部門の事業内容

　外国為替証拠金取引事業

　②分割する部門の経営成績（平成20年３月期）

　営業収益　126百万円

　営業利益　△3百万円

　経常利益　△2百万円

③分割する資産、負債の項目

　外国為替証拠金取引事業の運営に合理的に必要な範

囲の顧客情報及び当該顧客との契約における権利・義

務を分割、アイディーオー証券㈱へ承継いたしました。

（リース取引関係）

　当第２四半期連結累計期間（自　平成20年４月１日　至　平成20年９月30日）

　該当事項はありません。
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２【その他】

　該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】

　該当事項はありません。

EDINET提出書類

黒川木徳フィナンシャルホールディングス株式会社(E03733)

四半期報告書

28/29



 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成20年11月13日

黒川木徳フィナンシャルホールディングス株式会社

取締役会　御中

新日本有限責任監査法人

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 原科　博文　　印

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 小澤　裕治　　印

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている黒川木徳フィナン

シャルホールディングス株式会社の平成20年４月１日から平成21年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期

間（平成20年７月１日から平成20年９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成20年４月１日から平成20年９月30

日まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連結キャッシュ

・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任

は独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的手続

その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実

施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、黒川木徳フィナンシャルホールディングス株式会社及び連結子会社の平

成20年９月30日現在の財政状態、同日をもって終了する第２四半期連結会計期間及び第２四半期連結累計期間の経営成績

並びに第２四半期連結累計期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な

点において認められなかった。

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以　上

　（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれておりません。
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